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名
曲

「荒
城
の
月
」
の
作
曲
者
滝

廉
太
郎
は
、
少
年
時
代
を
富
山
で
過

ご
し
た
の
で
、
ゆ
か
り
の
地
に
ぜ
ひ
銅

像
を
建
て
た
い
と
、
九
州
人
会
会
員

の
小
田
誠
氏
が
、
当
時
富
山
県
の
教

育
委
員
長
の
私

（別
府
市
生
れ
）
に

相
談
の
た
め
ご
来
宅
下
さ

っ
て
か
ら

１０
年
に
な
る
。

「
そ
れ
は
、
た
き
木

を
背
負

っ
て
本
を
読
み
な
が
ら
歩

い

て
い
る
三
宮
尊
徳
少
年
の
姿
よ
り
も

現
代
的
で
、
音
楽
文
化
発
展
の
た
め

に
も
大
賛
成
、
大

い
に
協
力

い
た
し

た

い
」
と
音
キ
チ
の
私
の
心
は
お
ど

っ
た
。
以
来
同
氏
は
、
作
歌
者
土
井

の
自

然

と

お

い
し

い
魚

料

理

が

、

私
達

の
心
を
和

ま

せ
、

の

び

の
び
、

ゆ

っ
た

り

し

た

気

分

に
し

て
く

れ

る

は
ず

″

な

０
７

６
６

（
７２
）
‐

７
８

０

「
源
」

の

″
ま
す

の
す

し

″

が
広

く

喜

ば

れ
ま
す

。

天
然

の
■

の
も

つ
芳

し

い
香

り
と

緑

の
色

彩

、

越
中
米

を

使

っ

た

銀

し

ゃ
り

の
上

に
は
美

し

晩
翠
の
仙
台
、
廉
太
郎
少
年
出
生
地

の
東
京
、
郷
里
大
分
県

の
竹
田
市
や

資
料
の
多
い
人
分
市
他
各
地

へ
足
を

は
こ
ば
れ
て
材
料
を
集
め
ら
れ
た
。

そ
し
て
つ
い
に
、
生
誕
１００
年
に
ち
な

み
、
富
山
師
範
附
属
小
学
校
跡
地
で

あ
る
九
の
内
堺
捨
旅
館
前
庭
で
、
九

州
人
会
会
長
西
泰
三
氏
を
建
設
委
員

長
と
す
る
約
１０
名

の
発
起
人

（事
務

局
長
小
田
誠
）
ら
に
よ
る
幾
度
か
の

談
合
奔
走
に
よ
り
実
行
に
こ
ぎ
つ
け
、

よ
う
や
く
除
幕
式
挙
行
を
相
成

っ
た

こ
と
は
敬
服

の
至
り
。
銅
像

の
原
型

は
高
岡
市
日
本
画
府
会
員

の
彫
塑
家

南
部
祥
雲
氏
、
鋳
像
は
高
岡
鋳
芸
社

代
表
堺
幸
山
氏
に
よ

っ
て
順
調
に
仕

上
げ
ら
れ
た
。
像

の
高
さ
約
１
・
２
訴
、
常

願
寺
川
の
川
石
を
利
用
し
た
台
座

の

高
さ
約
１
・
２
層
の
上
に
建
て
ら
れ
た
。

銅
像
は
、
ち
ょ
う
ど
富
山
に
い
た
こ

ろ
の
肩
ぬ
い
あ
げ
の
あ
る
筒
そ
で
の

袴
を
は

い
た
着
物
姿
、

「
お
正
月
」

の
歌
に
で
て
く
る

コ
マ
を
手
に
持

っ

て
い
る
日
本
中
唯

一
の
廉
太
郎
少
年

像

で
あ
る
。

除
幕
式
は
、
命

日
に
あ
た
る
６
月

２９
日
の
翌
３。
日
を

記
念
し
て
行
わ
れ
、

厳
か
な
神
事
の
あ

と
富
大
学
附
属
小

３
年
生
橋
爪
治
社

長

の
孫
に
あ
た
る

恵
子
ち
ゃ
ん
の
手

で
除
幕
さ
れ
、
風

船
打
上
げ
や
、
附
属
小
学
生
３。
名
に

よ
る

「荒
城
の
月
」
の
合
唱
、
紅
白

の
ま
ん
幕

の
張
ら
れ
た
場
内
で
は
列

席
さ
れ
た
改
井
富
山
市
長
、
大
分
県

の
佐
久
間
竹
田
市
長

（代
理
）
、
林

勝
次
富
山
大
学
学
長
ら
の
祝
辞
が
西

泰
二
会
長
の
式
辞
に
つ
づ
い
て
述
べ

ら
れ
、
滝
廉
太
郎

の
め
い
に
当
る
東

京
在
住

の
筑
紫
文
子
さ
ん
の
切
々
た

る
謝
辞
が
あ

っ
た
。
お
き
よ
会

の
会

員
も
大
勢
出
席
し
て
、　
い
ろ
い
ろ
の

役
割
を
受
持

っ
て
い
た
が
、
滝
廉
大

郎
と
同
県
人
で
あ
り
、
ま
た
東
京
音

楽
学
校

（現
芸
大
）

の
後
輩
に
あ
た

る
富
山
音
楽
院

。
大
沢
多
美
子
院
長

が
同
窓
生
と
し
て
玉
串
を
捧
げ
ら
れ

た
奇
縁
も
ゆ
か
し
か

っ
た
。
式
後
は

堺
捨
旅
館

の
三
階
大
広
間
で
な
お
ら

い
が
行
わ
れ
て
祝
杯
が
挙
げ
ら
れ
、

九
州
人
会

の
日
刊
工
業
新
聞
富
山
支

局
長

・
前
田
和
彦
氏
に
よ
る

マ
ン
ド

リ

ン
ク
ラ
ブ
の
演
奏
や
舞
踊
が
催
さ

れ
た
が
、　
い
ず
れ
も
廉
太
郎
作
曲
集

か
ら
選
ば
れ
た
も

の
ば
か
り
で
大
変

よ

い
。
０
　
　
〈
５
月
号
に
つ
づ
く
〉ン|==■:1魃
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い
作
り
を
′

容
０
７
６
４
（

人
分
大
学
教
授
小
長
久
子
著

「瀧

廉
大
郎
と
そ
の
作
品

（音
楽
之
共
社

発
行
）
に
よ
れ
ば
、
日
本
男
児
を
は

じ
め
春

の
海
・春
・花
。箱
根
八
里
・桃

太
郎
・か
ち
か
ち
山
・鳩
ぼ

っ
ぼ
キ
ヨ
や

こ
ん
こ
ん

。
お
正
月
な
ど
“
数
種
の

作
曲
が
盛
ら
れ
て
お
り
、
ま
こ
と
に

な

つ
か
し

い
メ

ロ
デ
ィ
ー
ば
か
り
、

に

イン
い
て
´
村
認
も
お
う
け

し
て
ま
す
。
ド

ウ
、
イ

ッ
ト
、

ユ
ア
セ
ル
フ
で
快
適
な
住
ま

わ
ず
か
に
２３
年
と

躙陽　̈
〕制」れド”

Ｉ

体

竹

ｒ

に

，

れ

る

と

Ｌ

う

こ

と

は

、

心

を

豊

か

に

し

て

く

れ

ま

す

。
「
ギ

ャ
ラ

リ

ー

ー

青

」

に

は

、

現

代

版

画

や

絵

画

が

常

時

展

示

し

て

あ

り

く
も
こ
ん
な
に
名

高

い
曲
を
残
さ
れ

た
も

の
だ
と
楽
聖

の
偉
大
な
あ
し
あ

と
を
惜
し
ま
れ
て

な
ら
な

い
。

滝
廉
太
郎
は
、
明
治
１２
年
８
月
２４

日
、
当
時
内
務
省
の
宮
吏
で
あ

っ
た

滝
古
弘
氏
の
長
男
と
し
て
出
生
、
私

が
３２
年
の
出
生
で
あ
る
か
る
２。
年

の

先
輩
と

い
う
こ
と
に
な
る
。
神
奈
川

小
学
校
に
入
学
し
た
が
、
た
だ
ち
に

富
山
県
附
属
小
学
校
に
転
校
し
て
、

こ
こ
で
約

２
年

の
生
活
を

し
た

の

は
父
古
弘
氏
が
富
山
県
書
記
官

⌒今

の
副
知
事
）
と
し
て
転
任
し
た
か
ら

で
あ
る
。
富
山
の
生
活
に
つ
い
て
は
、

山
岸
曙
光
氏
が
総
曲
輪
懐
古
館

（巧

玄
出
版
社
）
に

「荒
城
の
月
と
富
山

城
」
と
題
し
て
述
べ
た
も

の
が
あ
る
。

と
に
か
く
父
に
つ
れ
ら
れ
上
京
し
て

後
、
東
京
計
楽
学
校
専
修
科
研
究
科

と
進
み
、
ビ
ア

ニ
ス
ト
と
し
て
の
演

奏
活
動
を
し

つ
つ
作
曲
し
、
認
め
ら

れ
て
文
部
省
留
学
生
と
し
て
ド
イ

ツ

ラ
イ
プ
チ

ッ
ヒ
音
楽
学
校
に
入
学
し

た
が
、
肺
病
に
か
か
り
、
大
学
病
院

に
入
院
、
帰
国
命
令
が
発
令
さ
れ
て

帰
国
、
一
応
東
京

へ
落
ち
着

い
て
「荒

磯
」
を
作
曲
、
大
分
市
両
親
の
家
に

落
着
き

「憾
」
を
作
山
、
明
治
昴
年

６
月
２９
日
死
去

⌒真
心
正
廉
居
士
）

大
分
市
万
寿
寺
に
墓
が
あ
る
。
「荒
城

の
月
」
が

飼
豆
人
閣
」
「箱
根
八
里
」

と
と
も
に
中
学
唱
歌
に
採
用
さ
れ
た

の
は
３４
年
ド
イ

ツ
ヘ
出
発

の
直
前

で

あ
る
。
私
が
波
欧

の
際

ユ
ン
グ
フ
ラ

ウ
の
登
山
電
車
の
中
で
「荒
城
の
月
」

を
ス
イ
ス
の
婦
人
た
ち
と
合
唱
し
て
、

滝
廉
太
郎
が
世
界
的
な
音
楽
家
で
あ

る
こ
と
を
泌

々
と
知

っ
た
素
晴
ら
し

い
思

い
出
が
あ
る
。

楽
聖
廉
太
郎
少
年
像
は
、
新
名
所

と
し
て
富
山
市
に
寄
贈
さ
れ
た
。
●
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